
◇1.17 追悼集会 

1 月 16 日（金）に、防災訓練と追悼集会を実施しました。 

今回の防災訓練は、事前に生徒へ知らせない「抜き打ち型」

で行いました。突然の放送に驚きながらも、生徒たちは落ち着

いて行動し、避難経路の確認や安全確保の姿勢をしっかりと取

ることができました。実際の災害は予告なく起こるものです。

今回の訓練を通して、日頃から備えることの大切さを改めて実

感する機会となったと思います。 

 続いて行われた 1.17 追悼集会では、ヴィッセル神戸より講

師をお招きし、お話を伺いました。ヴィッセルが創設から歩ん

できた道のりと、神戸が震災から復興していく過程がどのよう

に結びついていたのか、そしてご自身が経験された被災当時の

ことを赤裸々に語っていただきました。きれいごとばかりでは

ない災害の真実に生徒はもちろん、教職員も深く聞き入り、震

災が残した教訓の重さを改めて胸に刻む時間となりました。 

 芦屋市立の学校として、1.17 を忘れずに語り継ぐことはこれまでも大切にしてきた取り組みで

す。震災を知らない世代が増える中で、記憶を風化させないためにも、今後も追悼と学びの機会を

継続していきたいと考えています。今回の訓練と集会が、生徒一人ひとりの防災意識を高め、命を

守る行動につながることを願っています。 

 

◇新春カルタ会（1 年生） 

1 年生は、国語の授業で学んできた百人一首を学年で行い

ました。班対抗での実施となり、どの班も勝利を目指して真

剣な表情で札に向き合っていました。札が読まれると同時に

一斉に手が伸び、取れた瞬間には歓声や拍手が起こるなど、

競技の緊張感と楽しさがあふれる時間となりました。結果

は、1 組と 3 組が同点で並ぶ大接戦となり、最後まで白熱し

た戦いが繰り広げられました。 

 今回の取り組みを通して、生徒たちは和歌への理解を深め

るだけでなく、班で協力する姿勢や競い合う楽しさも味わうことができました。今後の学習にも、

この経験を活かしてほしいと思います。 

表     彰 

ミライ探 Q コンテスト２０２５ 

  優秀賞  〇〇 〇  「信号と道路の関係」 

  優良賞  〇〇 〇〇 「音の変化について」 

        〇〇〇〇〇 「辛みは味覚ではない？！」 
 

  

          

 

鍛錬・尊敬・愛情・感謝 

令和 8 年１月３０日第 11 号 

芦屋市立潮見中学校 


